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 要 旨   
背景： 
 ヒトの攻撃性を抑制するための標的としてセトロニン 1B/D（5-HT1B/D）受容体の重要性

が示されている。この研究では、ヒトの攻撃的行動を抑制する 5-HT1B/D 受容体作用薬ゾル

ミトリプタンの能力と、攻撃性を亢進させる物質として良く知られているアルコールとゾ

ルミトリプテンとの相互作用について検討した。 
方法： 
 11 人の social drinker（付き合い程度に飲酒するヒト）、内 7 人は男性、が 3-4 週間継続

した研究に参加した。種々のアルコール摂取量で、攻撃性の変化をヒトの攻撃性に関する

研究で広く用いられている Point-Subtraction Aggression Paradigm（PSAP）を使って評

価した。PSAP は①monetary：反応することで金銭を得られる非攻撃的反応、②

aggressive：自分は金銭を得ることは出来ないが、架空の他人から金銭を取り上げる攻撃的

反応、③escape：架空の他人から金銭を奪われるのを防ぐ逃避反応、から構成されている。

被験者は 0、0.4、0.8 g/kg のアルコール用量と共に、5 mg のゾルミトリプタン、または対

照プラセボを投与された。アルコール摂取による運動機能の変化を考慮して、結果は非攻

撃的反応（①）に対する攻撃的反応（②）の比として分析した。 
結果： 
 アルコールによる［攻撃的反応／非攻撃的反応］比を、ゾルミトリプタンは有意に減弱

させた。特に、対照と比較してゾルミトリプタンは 0.4 g/kg や 0.8 g/kg のアルコール用量

による攻撃性を低下させた。 
結論： 
 5 mg のゾルミトリプタンはアルコールに関連した攻撃性を効果的に低下させた。この研

究の結果は、5-HT 機能、特に 5-HT1B/D 受容体はアルコールによって亢進する攻撃性を調

節することで重要な役割を果たしていることを示唆している。ゾルミトリプタンやその他

の関連化合物はヒトの攻撃的行動を調節する薬剤として有望である。 
 

 




